










ク質と NMF（Natural Moisturizing Factor）である。角層の X線回折法による研究ではケラ
チンは 2.17 nm-1と 1.04 nm-1付近にブロードな回折ピークを与えると報告されている。また細
胞間脂質層では脂質分子が膜面に垂直に並んだゲル相の状態にあり、その炭化水素鎖の充填配列


















に対する影響の詳細を調べた。その結果 SLS未処理の試料では 2.0 nm-1付近のピークが減少す
る傾向が見られたのに対して、SLS処理の試料は 2.0 nm-1付近のピークが増大した。これは SLS
がケラチンに対して影響を与えたことを示唆している。以上の結果より、ミセル化した SLS分
子は流動相や水の相を通り角層内を浸透しつつバリア機能を低下させ、さらに角層細胞内に侵入
しケラチン繊維の構造を壊したと考えられる。 
